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できるようになったことがふえました 

―― 学習発表会の取組  

学習
がくしゅう

発表会
はっぴょうかい

に向
む

けた取
と

り組
く

みの中で、子どもたちの努力
ど り ょ く

する姿勢
し せ い

の素晴
す ば

らし

さを強
つよ

く感
かん

じています。 

落
お

ち着
つ

きと、力強さにあふれ、 

これぞ最
さい

高
こ う

学年という圧倒的
あっとうてき

な姿
すがた

 

を見
み

せてくれている 6年生。これま 

で培
つちか

ってきた個々
こ こ

の力を結集
けっしゅう

してつくる合唱
がっしょう

や合奏
がっそう

の質
しつ

が、練習
れんしゅう

を重
かさ

ねるたび

にどんどん向上
こうじょう

していくのを見ることが楽
たの

しみでした。 

5年生は卒業
そつぎょう

していく 6年生のみなさんに安心
あんしん

してもらえる姿を示
しめ

そうと、

先輩
せんぱい

の後
う し

ろ姿 

を追
お

いかける 

ように健気
け な げ

に 

努力していま 

した。ひと月
つき

後には最上級
さいじょうきゅう

生
せい

になるという「しめきり」の迫
せま

るなか、学校を支
ささ

える

一人ひとりになれるだろうかという不安
ふ あ ん

と、そのためにどんな自分
じ ぶ ん

であるべきか

について考
かんが

えることを求
もと

められました。日々
ひ び

の取
と

り組
く

みの中で、目の前
まえ

にある自

分の課題
か だ い

に気
き

づき、自分らしく乗
の

り越
こ

えていこうとする姿勢を感
かん

じます。 

声
こえ

の響
ひび

きを大切
たいせつ

にしようと練習
れんしゅう

を重
かさ

ねてきた 4年生。取り組み半
なか

ばでみんな

が疲
つか

れて、声が出
で

にくくなるほど 

頑張
が ん ば

っていました。学習発表会の 

練習の時
とき

だけでなく、優
やさ

しく、協力
きょうりょく

 

し合
あ

い支え合うことの尊
とうと

さを、何気
な に げ

 

ない日常
にちじょう

の振
ふる

舞
ま

いからも感じます。 

 

3年生のみなさんは、自分の 

身
み

の回
まわ

りの仲間
な か ま

とともに過
す

ごす 

ことが、学校生活
せいかつ

の楽しさを何倍
なんばい

 

にも大きくしていくことを実感
じっかん

して 

いるようです。集団
しゅうだん

の持
も

つ力の素晴らしさを自覚
じ か く

しつつあるように感じます。 

 

エネルギーに満
み

ちあふれた 

2年生。本番
ほんばん

間際
ま ぎ わ

の練習では、 

響きのある全員
ぜんいん

の声で、体育館
たいいくかん

 

の壁
かべ

がビリビリ震
ふる

えるのを感じま 

した。協力し合う気持
き も

ちにあふれ 

た姿でした。優しさを大切にすることを実践
じっせん

し、大きく成長
せいちょう

できました。 

 

もうすぐ新
あたら

しい 1年生を迎
むか

え 

ることになる 1年生。お兄
にい

さん、 

お姉
ねえ

さんになるんだという自覚が、 

ひな壇
だん

に並
なら

んで背筋
せ す じ

をピンと伸
の

ば 

した凛々
り り

しい姿に現
あらわ

れています。 

一人ひとりの振舞
ふ る ま

いに、自分のことだけでなく、同じ学級の仲間のことも大切にし

ようという心を感じます。新しい 1年生を迎える準備
じゅんび

ができてきているようです。 

＜西長尾小学校のめざす児童像＞ 

１．心豊かな子ども（自他を大切に 

する、思いやりのある子ども） 

２．深く考える子ども（自ら学び、

考えて行動できる子ども） 

３．心身ともに健康な子ども 

西長尾小学校ブログはこちら ⇒ 



演劇的手法を生かしたコミュニケーション授業 

 

２月１５日、二人の舞台
ぶ た い

俳優
はいゆう

の方々
かたがた

にご協力 

をいただき、１年生へコミュニケーション力を 

高めるための授業
じゅぎょう

を行いました。 

「なにをやっているのでしょう」あてっこ 

(グループで行
おこな

うジェスチャーゲーム)をしま 

した。 

まず、4から 5人のグループごとに遊
あそ

びや 

スポーツなどの「お題
だい

」が与
あた

えられます。それ 

ぞれのグループが与えられたお題を観客
かんきゃく

に 

ジェスチャーだけで伝
つた

わるように相談
そうだん

し、練習     

します。その後
ご

、舞台で順番
じゅんばん

に演技
え ん ぎ

をし、観客にその「お題」を当
あ

ててもらうゲー

ムです。   (お題は、ドッジボール、つなひき、そうじ、かくれんぼ、だるまさんがころんだ でした) 

各学級 1時間の取り組みでしたが、 

子どもたちは積極的
せっきょくてき

にグループで相談し、 

自分たちで伝わる表現
ひょうげん

を考えて、演
えん

じて 

いました。 

授業の後、振り返りの時間をとりまし 

た（タブレットを使ってアンケートを行い 

ました）。 

気づいたこと、わかったこと、新しく 

知
し

ったことを自由
じ ゆ う

に書
か

いてもらいました。 

その中の一部
い ち ぶ

を紹
しょう

介
かい

します。 

 

・ぶたいのうえではっぴょうすることがわかった。   ・はじめてゲキでやくしました。 

・みんなやさしいときづいた。                  ・人のいいことを見つけること。 

・じぶんのことをじしんもてるようになった｡       ・きょうりょくはだいじだとおもいました。 

・きょう ねばり ということがわかった。          ・かんたんなげきのしかたがわかった。 

・さいしょはむりとおもってたけどできた。         ・むずかしいときもあった。           

・ともだちが、がんばってはっぴょうしてるとこがうれしいのがさいきん思います。 

・げきをしてたのしかった。                                             など  

 

この取組には、次のような創造的
そうぞうてき

で主体的
しゅたいてき

・対話的
た い わ て き

な行動
こうどう

が求められます。 

出された課題(何をやっているところかを演じる「お題」)に対して、 

1）自分たちでどう演じるかを相談 

2）自分たちで役割
やくわり

を決める 

3）自分たちで練習し、内容をよりよく検討
けんとう

し、準備をする 

4）自分たちの力で発表する 

さらに、 

5）他のグループの発表を鑑賞
かんしょう

し、より良い発表を受
う

けとめる 

といった観客としての姿勢も学
まな

びます。 

 

これらの取り組みは、創造性
そうぞうせい

(クリエイティビティ)、協働
きょうどう

するための力(コミュニ

ケーション・コラボレーション)、伝わる表現を検討判断
はんだん

する力(クリティカルシンキ

ング)、そして、完成
かんせい

させて発表するまでの粘
ねば

り強
づよ

さ(チャレンジ)といった、これから

の教育
きょういく

における大切にしたい非認知
ひ に ん ち

能力
のうりょく

（いわゆる「枚方
ひらかた

の教育において大切

にしたい 5つの視点
し て ん

」）を網羅
も う ら

しています。 

 

このような演劇を生かした教育活動は、学年が上がるにつれて音声
おんせい

言語
げ ん ご

も

活用
かつよう

したものとなっていきます。話し言葉による日常のコミュニケーションを、

意図的
い と て き

に、創造性を持って擬似
ぎ じ

体験
たいけん

できるものが演劇です。これによって前向き

な他者
た し ゃ

理解力
りかいりょ く

を育
はぐく

むことができます。 

次
じ

年度
ね ん ど

は全学年で系統性
けいとうせい

のある演劇的手法
しゅほう

を活用した教育の実践をしてい

きます。 

写真のお題は「だるまさんがころんだ」です。 

何をやっているのか見ている人が答えます。 

お題は「ドッジボール」、ボールが当たったところです。 

ボールはないのに、あるように見えました。 


